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Abstract. The geologic age is clarified for the Neogene to Pleistocene systems;

the Hayama, Miura and Kazusa Groups distributed in the middle and northern parts

of the Miura Peninsula, on the basis of the biostratlgraPhy of radiolarla, Planktonic

foraminifera and calcareous nannoplanktons.

The age of the Hayama Group ranges from early Early Miocene to late Middle

Miocene based upon radiolarians･ The MiuraGroup is from Late Miocene to early

Late Pliocene, the Kazusa Group ranges from late Late Pliocene
to Early Pleistocene

in age respectively, on the basis of both the planktonic
foraminifera and the nan-

noplanktons. The age of each formation of the respective groups assigned in details

in the present paper.

The authors polnt Out that the
boundary between Miocene and Pliocene can be

laid at the upper horizon of the Zushi Formation of thel二Miura Group distributed
in

the northern part of the peninsula, and the
boundary betweさn Pliocene and Pleistocene

may
be laid at the middle to lower horizon of the Nojima Formation of the Kazusa

Group.

sedimentary environment of their groups is preliminarily discussed based upon

the benthic foraminiferal assemblages.
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Ⅰ.緒 言

徴古生物の分帯に基づく生層序年代の研究は近年著しく発展した｡中でも新第三系の

徴化石分帯は従来のものとは比較にならないほど詳細化している｡

三浦半島地域の新生界についての教化石に基づく生層序年代の研究ほ,房総･三浦研

究グループ(1958)によって浮遊性有孔虫化石の分帯が初めて報告され,その後, Ku-

RIEARA(1971)による葉山層群森戸層の年代,吉田(1979)による三浦層帯の1ルート

についての成果があるに過ぎない｡進展した徴化石生層序に基づいたこの地域の新生界

全体についての地質年代ほ･,いまだ完全なものとはなっていない｡

筆者の一人,江藤は,三浦半島を構成する新生界の層序･構造および地質構造尭達史

について新しい観点から再検討を進めてきた｡その研究成果の一部として,三浦半島中

･北部地域に分布する葉山･三浦･上総･相模各層群の層序および層位関係について既

に発表した(江藤, 1986a, b)｡この地域の地質構造発達史を検討するに際しては,上記

各層群の精密な地質年代および堆積環境を明確にすることが必要である｡

このような観点から江藤は,本地域の新生界の地質年代および堆積環境の検討を上述

の課題とともに行ってきた｡現在までに半島中･北部地域の葉山･三浦･上総の3層群

から浮遊性および底生有孔虫化石,放散虫化石,およびナンノ化石を検出し,共著者の

協力を得て,各層群の地質年代および古環境をはぼ明確にすることができた｡本論文で

Table 1. Stratlgraphic sequence in the Miura Peninsula
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ほ主として上記3層群の地質年代について論述し,そのはか古水深の変遷について概要

を述べる｡本研究ほ,徴化石を検出し得てない層準もあって,必ずしも充分ではないが,

今後の研究によって発展させたいと考えている｡

各教化石の鑑定に関しては,尾田(浮遊性有孔虫),長谷川(底生有孔虫),本田(ナ

ンノ),船山(放散虫)がそれぞれ行った｡それらの資料を江藤と尾田が総括し,江藤

が本論文を作成した｡なお,本論文は江藤(1986a, b)の論文中の層序表(1986aの第

4表, 1986bの第1表)および本論文の Table lに示した地質年代の根拠をなすもの
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Fig. 1. Locality map of samples for

Groups in the Miura Peninsula.
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である｡本論文に関わる地層の記載,地質図,断面図などについては,上記報文(江藤,

1986a, b)を参照して頂きたい｡

本研究を行うにあたり,江藤ほ三浦半島の地質構造発達史に関する一連の研究過程で,

東北大学名誉教授北村 信先生には終始懇切な御指導を賜り,原稿を読んで頂いた｡同

大学地質学古生物学教室の高柳洋書教授にほ徴古生物学上の有益な御指導を頂いた｡ま

た,江藤は元横浜国立大学教授の故高橋正五先生,散見上敬三先生,同大学地学教室の

長谷川善和教授,小池敏夫教授,元熊本大学教授加藤磐雄先生には折りにふれ御指導,

御助言を賜った｡以上の方々に深く感謝します｡

ⅠⅠ.試 料

本地域の葉山･三浦･上総各層群(Table l参照)を対象として,浮遊性および底生

有孔虫化石,放散虫化石,ナンノ化石のいずれかを検出した試料の採集地点をFiglに

示した｡ 3層群のうち,三浦･上総両層群の試料採集地点の層準はFig.2に示してある｡
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これらの徴化石検出に用いた試料ほ,各地点の同一試料から分割したものである｡浮

遊性および底生有孔虫化石試料の処理にあたっては,それぞれ別個に行い,乾燥重量で

各々100g扱った｡硬質岩の軟泥化には芭硝法とナフサ法とを併用した｡水洗には浮遊

性有孔虫に115メッシュ,民生有孔虫には200メッシュの標準フルイを用いた｡放散虫

化石は,底生有孔虫化石試料から底生有孔虫とともに摘出したものである｡

ⅠⅠⅠ.微化石生層序年代

1.放散虫化石に基づいた年代

上記3層群のいくつかの地層から産出した放散虫化石を Table 2 に示した｡産出し

た種数ほ少ないが,年代決定の上で重要なものがいくつか含まれる｡

葉山層群の大山層を除く各層から CyrtocaPsella tetraPeraが産出する｡その保存状

態は完全ではなく,全般に押しつぶれて変形した特徴をもつ｡この種のほか,衣笠泥質

オリストストロームの1地点(Fig.1のHKOl-横須賀市小矢部二丁目の旧聾学校跡地

背後の露頭)からは,変形したCyrtocaPsella cornuta, Stichocorys delmontensis,保存

良好のLithopera aff. renzae, Calocycletta sp.が共産する｡

C. tetraperaは, C. tetraPera Zoneの下限を規定する種であり(RIEDELand SANI

FILIPPO, 1978), Dorcadospyris alata Zoneまで出現するとされている｡即ち,中新世

前期の初期から中新世中期の後期を示す種とされている｡ C. cornutaもほぼ同時代のも

のである｡ S. delmontensisほ, S. delmontensis Zoneの下限を規定するもので, Om-

matartus penultimus Zone (中新世後期の後期)付近まで出現するとされている｡ L･

renzaeは中新世前期の末期から中新世中期の後期にかけての年代を示すとされている｡
以上から,葉山層群森戸層の年代は中新世前期の初期-中期,衣笠泥質オリストスト

ロームの年代は中新世中期の初期-中期と結論される｡両層の間に位置する鐙摺層およ

び大山層の年代ほ,中新世前期の後期から中新世中期の初期と推定される｡矢部層の年

Table 2. Stratigraphic distribution of radiolarians from the Hayama,

Miura and Kazusa Groups in the Miura Peninsula.
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代は, C. tetraPeraを産出することと後述するナンノ化石に基づいて,中新世中期の後

期(CN5b-CN6)とみなされる｡なお,上述の森戸層の年代は, KロRIHARA (1971)に

よる浮遊性有孔虫化石に基づく結論と一致する｡

半島北部地域の逗子層上部(Fig. 2の二子山ルートMF5地点-Hk凝灰岩の約35m

下位)から最上部(MFl地点)にかけて, S. delmontensisと S. peregrinaが共産す

る｡従って,上記層準問の逗子層ほ中新世後期の末期から鮮新世前期の年代に相当する｡

2.浮遊性有孔虫化石に基づいた年代

三浦･上総両層群から産出した浮遊性有孔虫の層位的分布をTable3に示した｡示準

種による生層序分帯の概要は次のようである｡なお,分帯はODA (1977)に基づいて行

った｡

南北両帯列の葉山層群分布域の間に分布する逗子層の試料採集ルート(以下,南帯の

逗子層ルートと略称する｡ Fig. 1,2参照)において,その上部層準にあたるMSl地点

から, Pulleniatina Primaris, Globigerina nePenthesが産出する｡ Globorotalia tumida

(s.s.)の産出ほないことと考え合わせると,この層準は, Pulleniatina Primalis/Globi-

gerina nepenthes Zoneの下部に属するとみなされる｡また,それより下位の層準

(MS2b-MS4)は, Globorotalia tumida Plesiotumida Zoneにあたる可能性が高い｡

半島北部域の逗子層における二子山ルートのMF4地点は, G･ nePenthesの産出が確

認される最上位層準であり, P. primalis/G. nePenthes Zoneの上部に属すると考えら

れる｡この地点の層準ほ,逗子層上部層準に挟在するHk凝灰岩の直下に位置している｡

Table 3. Stratigrapbic distribution of planktonic foraminifera from the Miura

and Kazusa Groups in the Miura PeI血sula.
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Fornatlon

6.

zushlFormatlonlkegoFornatlorlUrag6FornatlonNojlmaF･F.KoshlbaF･

SampllrlgrOute sou,t.hutaereaE,F:三≡gorT”utsuru.ruatetロnnell^sahlna-togeroutel”utsuruoruatetunnelLs,:Hr:Sr･.1r::

蔓墓室蔓⊆墨書蔓誓書冒§書芸呈ヨ望≡ヨヨ昌昌岩呂s”≡星喜
G乙obige,,inaTlePe,lthe8 ＋＋＋

cLobiger･iTZOide8e=おeTmL8 ＋＋

G.obLiqtLu8 ＋

のoborotaLiaepa8Saformi8 ＋＋＋＋＋＋＋十＋-＋＋＋＋＋十＋＋＋

G.hirsui:a ＋

a.inf乙ata ＋＋＋＋＋＋

a.Tnio石eaCOTtOidec( (＋)

a.tosaen8i8 ＋＋(＋)

G.fpuncatuLiT10ide8 (＋)＋＋＋＋

a.tzmida ＋＋十＋＋＋十＋＋＋

ueogLoboqtLadr･inaasa,70i ＋＋＋＋＋＋＋

兄ILLeTtiatiTkZObLiquiLocuLata ＋0＋＋＋

p.pzli7打ali8 ＋

sphdePOidineLLadehi8Cen8 ＋＋＋＋＋＋十＋＋

sphaeroidi,7etLopsi8Semi,nLlino ＋十

s.sRbdc7zisceT7S ＋＋十＋＋
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同じルートのMF3地点は, Globorotalia
crassaformisの産出が確認される最下位層準

であり, Globorotalia miozea conoidea Zoneの下部に相当すると考えられる｡ MF3地

点は,逗子層最上部に挟在する Nt凝灰岩の直下に位置するもので,この地点と下位の

MF4地点間にGloborotalia miozea conoidea Zoneの下限を置くことができる｡

六浦随道*ルートは,池チ層,浦郷層,野島層にわたる徴化石産出層準を示すもので,

そのうち,池子層内と野島層内にそれぞれ分帯の境界が存在するとみなされる｡池チ層

下部にあたる鷹取山火砕岩部層の上部層準のMM6地点は, Globorotalia miozea co-

noideaおよびG. crassaformisを産するので,
G. miozea conoidea Zoneの上部,そ

の中のGloborotalia crassaformis Subzoneに属する｡このG. miozea conoidea Zone

は上述のMF3地点の逗子層から続くものと判断される｡ MM6の約80m上位の池子

層MM5地点以上の層準には, G. miozeaconoideaの産出は見られない｡従って, MM6

と MM5両地点間にGloborotalia miozea conoidea Zone と Globorotalia tosaensis

Zoneの境界があると考えられる｡ただし, MM5地点からはG. tosaensisの産出は確

認し得てない｡現在までのところ,その産出下限は池子層上部層準(朝日奈峠ルートの

MA9地点),産出上限ほ浦郷層最下部層準(六浦随道ルートのKM4地点)である｡

野島層のほぼ中部層準(六浦随道ルートのKMl地点)から, Globorotalia trunca-

tulinoidesの産出が認められる｡この種ほ大船層および小柴層でも産出している｡従っ

て,野島層中部層準と滞郷層最下部層準の間に, Globorotalia tosaensis Zone と

Globorotalia truncatulinoides Zoneの境界が存在するとみなされる.

以上の浮遊性有孔虫化石分帯をBLOW (1969)の分帯番号に対比した結果をTable 3

の上覧に示した｡

3.ナンノ化石に基づいた年代

葉山層群欠部層および三浦･上総両層群の各層から産出したナンノ化石の層位的分布,

分帯結果をTable 4に示した｡分帯は, OKADA and BuKRY (1980)を規準とした本

田(1982)の分帯に基づいて行った｡以下,それらの概要を記述する｡

葉山層群矢部層の上部層,即ち小矢部凝灰質砂岩シルト岩部層(江藤, 1986a)の2地

点(Fig. 1のHYl, HY2)から, Discoaster dePandreiが産出した｡両地点は上記部

層の最上部付近の層準に位置する｡この種の産出上限はCN5bとCN6との塙界とされ

ている(HoNDA, 1983)ので,上記部層の最上部はCN5b-CN6に相当すると考えられ

る｡

南帯の逗子層ルートにおける逗子層上部(Fig. 1, 2のMSl; MS2a, b)は, Disco-

aster berggrenii, D. quinqueramusを産出することから, CN9に相当するといえる｡

その下部層準からは示準種が見いだされていないので分帯を確定できないが, CN8に相

当する可能性が高い｡

二子山ルートの逗子層において,その最下部付近から最上部付近の層準にわたって,

中新世の示準種を欠いている｡また,全層準にSPhenolithus abiesまたはS. neoabies

のいずれかが産出する｡これらの Sphenolithusの産出上限はCNllとみなされている｡

上部層準のMF5 (Hk凝灰岩の約35m下位層準), MF3 (Nt凝灰岩直下)地点では,

Ceratolithus cristatus, C. rugosusが産出する｡ Ceratolithus spp.ほCNIObに出現し

たとみなされている(HoNDA, 1983)｡以上から,半島北部の逗子層のうち,上部は

CNIO-CNllに相当すると考えられ,下部ほCN9にあたる可能性が高いといえる｡

*現在は池子隊道の名称に変わっているが,本論文では便宜上,旧名称で使う.
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′rable 4. Stratigraphic distribution of calcareous nannoplanktons from the

Hayama, Miura and Kazusa Groups in the Miura Peninsula.
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六浦随道ルートにおける池子層鷹取山火砕岩部層のMM6地点では, Sphenolithus

moriformis,
S. neoabies, Reticulofenestra Pseudoumbilicaが産出する｡これらの種は

矢部層上部層からこの地点までほぼ連続して産出し,池子層中部のMM5地点の層準以

上の地層には産出しない｡ 3種ともすべてCNllの上限を定義する種とされている｡他

のルートを含めて, MM5地点層準以上の地層にはPseudoemiliania lacunosaが産出す

る｡この種はCNllbに出現し(HoNDA, 1983), CN14aの上限を定義するものである｡

従って,池子層内のMM6とMM5両地点の層準間にCNllとCN12の境界を置くこ

とができる｡

南帯の逗子層ルートの逗子層上部から六浦随道ルートの野島層中部層準(KM2地点)

にかけて, CN12dの上限を定義する種である Discoaster brouweriが産出する｡六浦

随道ルートの池子層最上部(MMl地点)層準は, GephyrocaPsa spp. (small form)の

産出下限,即ちCN12cの下限とみなされる｡氷取沢ルートの大船層最下部層準(KH2

地点)までCalcidiscus macintyreiの産出が確認されるが,大船層上部層準まで産出す

る可能性がある｡この種の産出上限はCN13の最下部付近とみなされている｡これらの
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ことと,後述するGephyrocapsa oceanicaなどの産出層準から判断して,池子層中部層
翠(MM5地点)付近から浦郷層,野島層および大船層にかけては, CN12に相当する

とみなされる｡

小柴層の最下部層準(瀬上沢ルートのKSl地点)および中部層準(氷取沢ルートの

KHl地点)から, Gephyrocapsa caribbeanica, G. oceanicaが共産する｡両種はCN13

の下限を定義する種である｡上記両地点には Pseudoemiliania lacunosaが拍子層から

引き続いて産出する｡これらのことから小柴層はCN13-CN14aに相当するとみなされ

る｡

上述した3種の教化石分帯を組み合わせることによって,葉山･三浦･上総各層群の

年代を決定した｡それら3老によって示される結論は全般によく一致している｡これら

の結果は Table lの左側に示されている｡この層序表の右側に示した半島南部地域の
むよつせ

葉山層群より上位の地層の年代ほ,初声層の一部についての徴化石資料(山口はか,

1983)以外は,中･北部地域の地層との岩相対比に基づいている*｡

4.対 比

三浦半島中･北部地域を中心として神奈川県内諸地域および南関東地域における新生

界の対比をTable 5, Fig. 3にそれぞれ示した*｡本地域以外の地域の層序および地質

Table 5. Geologic Sequences in the Miura Peninsula and its vicinity.
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年代については,これまでに公表された多数の成果に基づくもので,特に地質年代に関

しては下述の諸報文によっている｡

県内諸地域のうち,三浦半島南部地域については,三浦層群初声層の中部層準付近の

1地点から産出した浮遊性有孔虫化石に基づいて,その層準をBLOW (1969)のZone

N. 17に対比した報告(山口ほか, 1983)があるに過ぎない｡大磯丘陵の新第三系につ

いては,大磯層(大塚, 1929)および西小磯層(大塚, 1931)は,浮遊性有孔虫化石に

基づいてN. 17に対比されている(茨木, 1978)｡また,更新統の二宮層,前川層はナ

ンノ化石からCN14 (更新世中期)とされている(矢野はか, 1983)｡丹沢山地につい

てほ,丹沢層群の上部を構成する寺家層がナンノ化石分帯のCN9にあたるとする報告
(新妻ほか, 1982)がある｡丹沢山地の南側に分布する足柄層群に関して,その最上部

の塩沢層から産出した旧象化石Parastegodon sp. (臼歯)や貝化石に基づいて,同層群

中上部は更新世前期から更新世中期の初頭の年代にあたるとされ(松島, 1982),これ
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まで考えられていた見解とほかなり異なる年代が明らかにされた｡同層群については,

その後ナンノ化石および浮遊性有孔虫化石に基づく資料でも,同様の年代が示されてい

る(石川ほか, 1983)0

南関東地域新生界の対比でほ,三浦半島南部地域(三梨はか, 1979;山口ほか, 1983),

掛川地域および房総半島東部地域(ODA, 1977),房総半島西部地域(三梨ほか, 1979;

小川, 1981)における地質系統と比較した｡それら諸地域の層序,年代は,それぞれ括

弧に示した報文に基づくものである｡

ⅠⅤ･底生有孔虫化石に基づいた古水深

葉山層群,三浦･上総両層群から産出した底生有孔虫化石のリストをTable 6, 7に

それぞれ示した｡これらの資料から各地点の群集組成における優勢種のみを取りあ坑

それに基づいて各層の古水深を推定した(Table 8)0 Table 8でほ優勢種(Dominant

species)は, Abundant speciesとPredominant speciesの2段階に区分してある｡
また,古水深の範囲を示すものとしてPaleoenvironment,その平均的な古水深をAs-

sumed paleodepthとして表現してある｡この資料を基本とし,一部,貝化石や岩相資
料も加味して,各層群の堆積環境,特に古水深の変遷について記述する｡

1.葉山層群の古水深の変遷

葉山層群からは全般に有孔虫化石の産出が乏しいため,詳細は不明である｡森戸層か

らほ明瞭な示相種を産出し得てない｡また,大山層からほ全く産出することができなか

つた｡
KuRIHARA (1971)によれば森戸層の群集はMartinottiella

communis群集で特
徴づけられ,その古水深はbathyal waterと示されている｡
鐙摺層は, Cibicides sp･, Pseudononion subcostatumを産出することから,浅海性の
古水深が示唆される｡

矢部層上部層の小矢部凝灰質砂岩シルト岩部層からは, 2地点で底生有孔虫化石が比

較的豊富に産出したoその群集組成ほUuigerina sp., Eilohedra nipponicaで特徴づ
杵られ,上部漸深海帯*の古水深(500-1000m)を示す｡

以上の資料に各層の岩相を考慮すると,森戸層は半深海帯,鐙摺層,大山層および矢
部層下部層は概して浅海の堆積環競であったと考えられ,矢部層上部層は上述の古水深

とみなされる｡このように,菓L山層群の古水深は,森戸層堆積後から矢部層下部層の堆

積時にかけて浅海化し,矢部層上部層の堆積時にほやや深海化した変遷を経ているとい

える｡

2.三浦層群の古水深の変遷

逗子層基底部層からは教化石を産出し得てない｡貝化石群集(SHIKAMA, 1973)およ

び岩相から判断して,その堆積環熟ま温暖な浅海性のものと考えられる｡

逗子層主体部から産出した底生有孔虫群集は,層準によって多少の組成の違いはある

が,全層準を通じてはぼ共通した組成を示す｡即ち, Bulimz-na rostrata, Eilohedra

n軸onica, Melonis parkerae, M･ pompilioides, Pseudoparrella naraensis, Uvigerina

senticosta などで特徴づけられ,その古水深ほ上部漸深海帯下部ないし中部漸深海帯

(500-2000m)とみなされる｡また,本層は全般に均質なシルト岩相であることから判

*深度帯区分は井上(1980)の定義に基づいて表現する.
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Table 6. Bentbic foraminifera from the Hayama Group.
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F.Forma七ionO.ForrrLation

Samplenumbers

■･+

寸T103(8寸nTl⊂)～-+”

Species
≡:<<くく<

コニコ:エエ::⊂:Eエ:コ:コ:エ:コ:

AGGLUT工NATEDFORAMIN=FERA

Dorothia(?)sp.
＋

Siphotextula土'iasp. R

CALCAREOUSFORAMINIFERA

Bolivinaspp. ＋R

BuliminarostrataBrady R

Buliminellaelegantissima(d'Orbigny) F

Cibicidessp. 十

Cibicidoidesspp. ＋＋FF

Dentalina(?･)spp. ＋十＋

Discorbissp. R

Eilohedranipponica(Kuwano) C

Gavelinopsissp. ＋R

Globocassidulinacf.depressa(AsanoandNakamura)
F

G.spp. ＋CF

Gyroidinoidesnipponicus(Ishizaki) R

NodosarialonglSCatad■Orbigny ＋

PseudononionsubcostatumFujitaandI七○ ＋

PseLldoparrelasp. F

pu11eniabu11oides(d10rbigny) R

Spiroloculina(?)sp. 十十

Stilostomellaspp. 十CF

Uvigerinasp. A

K.”.0. : I(inugasa Muddy OlistostroTTte･

A: Abundant, C: Common, F: Few, R: Rare, ＋: Occurrence.

断すると,静穏な堆積環競であったといえる｡このように,基底部層の堆積後,急激な

深海化が起こったことが認められる｡

池子層の下部を部分的に構成する鷹取山火砕岩部層と池子層上部の中部層準(六浦随

道ルートMM2地点)にかけては,底生有孔虫群集は上部漸深海帯下部の古水深(500

-1000m)を指示する｡上記地点の層準以上の拍子層上部層は逗子層とほぼ同じ古水深
が推定される｡ただし,朝日奈峠ルートにおける池子層最上部(Fig･ 2-コラム2の

MA5から浦郷層との不整合面直下MAlにかけての層準)には,内部亜沿岸帯を指示

するEIPhidium crisPumと半深海帯を指示するUvigerina spp･, Melonis PomPilioides

などの混合群集が見いだされる｡これは,浅海種の半深海部-の運搬によるものと判断

される｡

3.上総層群の古水深の変遷

浦郷層の群集は内部亜沿岸帯ないし外部亜沿岸帯の古水深(100-200m)を指示する｡

一部,中-下部層準(六浦随道ルートKM3地点)では,莫沿岸帯の古水深(30-loom)
を示す｡

野島層の群集組成およびそれによって示される古水深は,垂直的および側方的にやや

変化に富む傾向が認められる｡その傾向ほ岩相変化にも表れている｡本層中下部層準に

位置する六浦随道ルートKM2地点では,浅海種との混合群集組成を示すが,上部漸深

海帯下部の古水深(500-1000m)とみなされる｡六浦随道ルートおよび氷取沢ルートに

おいては,本層中部から最上部にかけて上部漸深海帯上部ないし外部亜沿岸帯の古水深

(200-500m)を指示する｡上記両ルートの西方,瀬上沢ルートの本層最上部(KS2地
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Table 7. Stratigraphic distribution of benthic foraminifera from the Miura

and Kazusa Groups in the Miura Peninsula (Part 1).

Group 旭iuraGroup KazusaGroup

Formation ZusbiForrr[ation IkegoForr7Iation ロragoF. NojirrtaF

6.

F.

Koshi

bar.

SanplirlgrOute

sourtohu器eal;£;g:丁誓£三:呈r….lAsahina-t6gerouteJ班冒fsご?ralrR:l…
冗.

r. ≡j≡:
Samplezlumbers

蔓堅塁墓室冨⊆昌⊆墨呈蔓岩室呈呈§書芸墨書登呂
r'?～-+吋(∩
<< 冒≦冨呂

～
r1●･1
エ:

Species
岩t<hl毎春 ヨ LE)

:y三ヒd

AGGLUT=NATEDFOEA7q工rJIFEfモA

Bolivinopsissp. RREBR

A

F

E

F

E

丘

a

F

E

氏

氏

R

a

Dorothia(?)sp-
a

凹artinottiella(?)sp.
E

Siphotextulariasp. RR

SpiroplectarnTninahiguchiiTakayarlag1 a

Texutulariacollicad-Orbigny

T.sp.

a

CALCAREOUSFO】1AM工71工FE且A

Ammoniaangulata(KtlWanO)

A.cf.jaロ()mica(rlada)

A.takanaben8i5(工shizaki)

Amphicorynasagarniensis(Asano)

A.scalaris(Batsch)

ArlOTr)alinoidessp.

AstronorlionumbilicatulumUchio

B

FR

RF

F

FFF 氏

R′

RI‡

A.spp.

BagglnaPhilippinensisCushnlan

a.totoTTIier18is凹akiyama

且RE

ら.sp.

Bolivinadecussa七a】〕rady R

F

B.pseudopllCataJieron-AllenandEarland

ら.rob1ユSta8rady RRB

71

RFCCEFCR

a

RAC

a.spp. 且R RFB 且B Ft

a

旦

C

a

Bolivinitaquadrilatera(Schwager)

B

R RFRFFRRF丑且

F

E 7i

･SP･

Brizalinabradyi(Asar10) E且

RF

RRRFFRF 丑

E

ら.semirluda(Cushrnan) RE R

ら.sub8PizleSCerlS(Cushrnan) BR

B.spp. I?BBEr FFF且R.B 且 RR

BuccellamakiyamaiChiji

Buliminaaculeatad■Orbigrly

a.TTtargirlatad-Orbigny

a.noJlmaenSisAsano

R E a

R

C

E

a.rostrataBrady C＋R RBF昆F

E FFB.striatadlOrbigrly

8.subornataBrady

RFF EFRFFFFCR丘 F

F

C

F

a.subulataCu5hmanarldParlくer

a

F丘F FCCR F

a

Buliminellaelegantissima(d-Orbigny)

Cas5idella_cf･bradyi(Cushman)

Cassidt11inacarinataSilves七ri

RRR

C

R丑BFRFFC RFFt C且C

C.delicataCLISbTnan

C.paratortl}OSaKuwano

且F且REB 且RFFCCCFFRFF

FFRBF a

F

Fft a

CF

良

C.spp. R RFF 氏 良

Cassidulinoidesspp. 氏 RRRFFFFF RR EFR

cibicidesaknerianus(d■Orbigny)

Clbt1(WlkdJb)

FFFRFR F7tRFFFnFRF

R且F且且CRF

RBR

FFF

RFF

FRR
.OauuSaeranaCO

C.refulgerlSF4ontfort a BRBF AAR AFBC CC

C.spp. 丘F＋ FRRFRFFFEC ＋FFFIl CFA a

E

F

CC

Cibicidoideswuellerstorfi(Schwager)

ER

FI‡ F

C

R

C.spp. FFFF

DentallnalrlflexaReuss

D.spp. RB

ft

FFRRFR R 氏

DiscanoITlalinasp. FFRFFFF王1 FZ‡ F且

Discorbisspp.

EhrenberglnabosoensisTakayanag1

CRRR＋FF

ERFRRF

FR

ZIR F R

EilohedranippoTlica(Kuwano) CC7tREFFR

A

RriC R

EIphidiuTDadvena(CushrTLar)) a FFF C

E.crispum(Linne) ECE宜EFCAACA ＋AAAC CFA C RA
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Table 7. (Part 2)

Group
PLitlraGroup Ra=usaGroup

Formation ZushiForma七ion
エkegoFormatiorl Urag6F. TlojimaF

6
ど
.Roshi

.bar.

SamplirlgrOllte

sop,tohu冨eaI;蕊;g㌻誓芸…;㍗;.fAsahina-t5ger｡utel出芸子sごurafrHゴ…
fl

r ･≡l≡･
Sa皿plentmber5

dJ)

重富堅･望室賀書芸買室賀量買妄…塁呈書…墨書望芸
F〉rd■イ■寸tり hJpJMFU q

≡

王く

■イ■イ

Species a≦≦琵責 邑≡≡望 岩垂

EIpbidiunspp.

FissurirlanargiTlata(Plontagt1)

ForbigrlyanaSeguen=a

R丘丑 E丘ER且E7tB旦FF R

巳RF

RE

F

R

F.spp.
RR

KERB

RR且E

RB

Gavelinopsispraegeri(tleron-A11erlarldEarla凸d) CfモER 丘RRR

Glabrate11ar[aka爪tlrai(Asar10)

氏

tr

F

C

CC 良

G.opercularis(d-Orbigny)

G.spp.

G.(?)sp,

RRR

Globocassidulinacf.depressa(AsanoandⅣakamura )EE◆ftaFFF FFF

G.elegarlSbosoerlSis(KuwarlO)

R8艮

R丘EAFBFF

a

a

F

氏

C FR

G.miuraensis(Higuchi) RFIモFFCFR

G.nipponensisEade
FIFccFF FEF CF

G.cf.oriaTlgtllat.aBelfor･d 三見F CRCFFFFCFF CCCF AAAF

G.paclfica(CushTnaTl) ERR CFFFFRFFF a A

G.undata(KtlWaTLO)

CFE

氏 R

BRCF

I
G.spp.

CCFFFCFFFF
R且

Gyroldinaorbicularisd-Orbigny

G.spp.

R且 FFFRR
F

Gyroidinoidesnipponicus(=5hi2:aki) FEE

FR

ER

旦FCRFFR且FR

E

RRR

G.spp.

FRRFER FEE BFRR

F

HaT12:aWaianlPpOnicaAsano

E･stlbhaidingerii(Parr)

旦
E CC

tl.spp.
F

FF

a 丑F

Eoeglundinaelegans(d10rbigny) FBF 且RR

t!opkj.nsiTlaWakirllOt.OenSisAsano
F FR

F

a

F

=slandie11ahelenaeFeyling-HansenaTLdBu2.aS F丘 FFF

工.Japonica(As且nOarldNaka爪tlra)
F F

I.spp.

E＋

EF

LagenaapIOPleuraLoeblichandTappan RR且R

F且RRE五色RR

A

i.spp.

Len七i⊂t11inacalcar(Lirme)

R丘

a

E

BR

且R

E

a

良

良

A
L･orblCt11a,rlS(d-Orblgny)

i.pseudorotulata(Asano)
R昆

Fr

i_spp-
FEIモERRRR RF

凹elonisparkerae(Uchio) CCFF＋ FRFFRB R

C

F

且

氏

F

R

F

F

F

F

F且

FF

”.pompilioides(FichtelandI4o11)

J4ilioline11acircularLis(Bornemann)

rVeoconorbinaterquerni(R2.ehak)

Neoeponidespr･ocerus(Brady)

C

FR

FFFFCFFFFCCF RR

PJodosarialonglSCatad■Orbigny
FRR

R

RR

JV･七ostaSchvager R旦FEB 巳ERR丑
E

R

F

Nonionellasp. 且F

Noniorlellinalabradorica(Dawson) RR

Oolinaロ1elod.Orbigny ER

CR且R且RROridorsalis1ユrrLborlatuS(Reuss) CCFF

RR

Osangulariasp.
FR

戻

忠

F
Pate111ne11ahaLtZaWaiAsaTIO

a
Planorbulinasp.

Planulinaspp.
良

RE

E

Plect･ofrolldiculariaadvena(CushTnatL) RRR 瓦 A

E

a

a

F

E

P,cf.advena(Cu5hrnan)
氏 氏

E
P･helerlaeChapman

R

Pleurost･ome11ae11ipticaGa11owayarldueminvay Zl且且F(

Psetldoeponidesjaponicusロchio R

PseudononionJaPOrLicurnAsar10

F

FFF

Pseudoparrellaexigua(Brady)

CFFFEFRR
P.rlaraenSislくLIWaJIO

Cf且＋EF

P.taT71anaKuwano

P5eudorot･aliagaimardii(d.Orbigny)

PullerliaaperturaCushrrtan

R且
ど

F

氏

氏

P･bu11oides(d■Orbigrly)

PsalisburyiStewartandStewart

R RFFFE

P.spp. RF

R良FF

RFRR

Pyrgospp.
FIl RR
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Table 7. (Part 3)

Group
MiuraGroup Ka2:uSaGroup

Formation ZushiFormation =kegoForrnation
Urag6F. NojirnaF

6
F
.Koshi

bar

Sa爪PlingroLlt.e

sou三.hu冨eaJ;Lt:g…丁冒:nt喜:Yrra.LAsabina-t6ge･routeL凹芸tsuuraLFjsLl.

s)E･
SaFnplenumbers

SDeCies

a,a

喜望望望三富賀蔓⊆墨書墨書書芸宣§書芸芸望望言冨3ヨ量

r'.rlr

篭表≡望

r.

～
:Ⅰ:

h=

r-r.

T1●イ
LDユ:

ゝ〈H

QuinqueloculirlaSerrLinululT[(Lirlne)

Q･vulgarisdIOrbigny

Q.spp.

BectoboliviTlabifrons(Brady)

RICOlur宜ellaris(Brady)

ER RF

8 BE

C

R

R

F

C

ER

良.rapharla(ParkerandJones)

Reusse11ahaizt1皿enSisAsano

R.sp.

F

FFF

FRR

FR

丘B

RIモ

B

且

良

且.br･ady1(Cushrnan)

B･globularisdrOrbigrly
CCFF FC FC

E･vilardevoanad-Orbigny

a.spp.

良

FF

RRRRR

E

R包C

F

Sphaeroldlnabu11oldesd10rblgrly

Stairlforthiasp.

F且EFFR
B

StilostoTTle11aconsobェ､irla(d'Orbigny)

S.ketierlZieTISis(Ishizaki)

RRERER
冗

R且BF RB旦RFfミF良民R 日 a

RきR
S･1epldula(Schwager)

S.cf.stacheiSrirlivasarl

CF＋FR＋RF

FFi

FFRFCCFCFRFFF

FRFFF

R

R

RIミ

氏
TosalabanzawalTakayanag1

TrifarinabradyiCushrQarl
E

日旦丘RFF昆

旦丘R旦

a a

良 良

T.spp.
R旦 F巳丘 良

＋

＋

E艮

丘F

C

R

F

Tr11ocu11naSP.
昆

UvlgerlrlaakitaensisAsano
ACC RR

Ffモ

E

E

a

UICf.J'urlCeaCushmanarldTodd

UIPeregrinadiruptaTodd

tJ･proboscideaSchwager

RF

R FRFBRFFFF

U･scbwageri】∃rady FR

U.sent.icostaCtユShman CFFFこ ECFR

U.spp.
RRE

Vaginulinasp.
且R

○･F･ : Ofurla Formation,日･r.: rlitorisawa route. s.r･: segamisawa route.
A: Abundant･† C: CommonI F: FewI且:丘are,十: OcctlrrerlCe.

点)でほ,真沿岸帯ないし内部亜沿岸帯の古水深(50-loom)を示している｡なお,鎌

倉市今泉地域に分布し,本層の最下部から中部層準に位置する今泉砂磯岩部層について

は,鈴木･北崎(1951)による資料から判断して,内部亜沿岸帯以浅の古水深が推定さ
れる｡

大船層の最下部層準(氷取沢ルートのKH2地点)から得られた群集組成ほ,上部漸

深海帯上部ないし外部亜沿岸帯の古水深(200-500m)を示すが,上部漸深海帯上部の

要素が大きいと解釈される｡上部層準からほ教化石を産出し得てないが,全層準にわた

るはば均一な岩相から,本層全体を通じて同様の古水深であったと推定される｡

小柴層の古水深ほ,真沿岸帯ないし外部亜沿岸帯(50-200m)と考えられる｡これは

本層下部および中部層準の群集組成に基づくもので,上部からは教化石を産出し得てな

いo本層の岩相が上方細粒化を示すことから判断すると,上部層準ほどより深い古水深

が推定される｡

中里層の古水深は,鈴木･北崎(1951)の資料から,小柴層とはぼ同じか,幾分深い

ものであったと考えられる｡

富岡層からほ有孔虫化石,貝化石ともこれまで産出が知られていない｡三梨･菊地

(1982)によれば,中位層準2地点から産出した淡水付着性および浮遊性の珪藻化石各1

種に基づいて,その堆積環境は淡水性でときに海水の浸入があるような堆積場であった

と推定されている｡
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V.まとめ

1.一三浦半島の新第三系葉山層群の地質年代を放散虫化石と一部ナンノ化石に基づい

て,より詳細に明確にした｡即ち,森戸層の年代は中新世前期の初期-中期と結論され,

鐙摺層および大山層の年代は中新世前期の後期から中新世中期の初期にわたるとみなさ

れるp衣笠泥質オリストストロームの形成年代ほ中新世中期の初期-中期,矢部層の年

代ほ中新世中期の後期と結論される｡

2.三浦半島中･北部の三浦･上総両層群の地質年代を浮遊性有孔虫化石およびナン

ノ化石に基づいて明確にした｡両層群の年代は中新世後期から第四紀更新世前期にわた

る｡中新一鮮新世の境界は北部地域の逗子層上部(Hk凝択岩の数10m下位)層準に,

鮮新一更新世の境界は上総層群野島層中部-下部の層準に,それぞれ置くことができる｡

3.本地域の三浦･上総両層群の古水深の変遷を底生有孔虫化石に基づいて検討し,

その概要を述べた｡その結果はTable 8に示される｡
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rrable 8. Stratigraphic charLgeS Of dominallt Species of benthic foraminifera from the

Bayama, Mitlra and KazLISa GrotlpS, aLld of paleoenvironment based on their species

in the Miura PeninstユIa.
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